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　平成 28 年 10 月 9 日告示、10 月 16 日執行
の市長選挙及び市議会議員補欠選挙の結果は次
のとおりです。当日の有権者数は、33,792 人
（男性 15,979 人、女性 17,813 人）で、投票
者数 19,380 人（男性 9,134 人、女性 10,246
人）。投票率は 57.35％（前回 71.29％）で、男
性 57.16％（71.13％）、女性 57.52％（71.43％）
でした。
【市長選挙の開票結果】敬称略
　　（当選）近藤宏樹　１２，５６２票
　　　　　 葉田茂美　　６，５８６票
　※投票総数 19,380 票、うち無効投票 232 票

【市議会議員補欠選挙】
　候補者が選挙すべき定数（2人）を超えなかっ
たため、無投票となりました。
　（当選者）※左から届出順、敬称略
　

選挙管理委員会事務局（TEL23‐3135）

安来市長選挙及び
安来市議会議員補欠選挙の結果

平成 28 年熊本地震災害
義援金の受付は終わりました

　

鳥
取
県
中
部
を
震
源
と
す
る
地
震
で

は
、
被
災
し
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
、
一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
興
を

心
よ
り
祈
念
し
ま
す
。
安
来
市
で
は
被

災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
士
と
し
て

従
事
す
る
職
員
を
派
遣
し
、
ま
た
、
各

庁
舎
へ
の
義
援
金
箱
の
設
置
な
ど
支
援

に
努
め
て
い
ま
す
。

　　

私
は
、
10
月
16
日
の
安
来
市
長
選
挙

に
よ
り
市
民
の
皆
様
か
ら
負
託
を
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
３
期
目
と
な
る
市
政

を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

過
去
８
年
間
、
新
し
い
安
来
市
を
形

づ
く
っ
て
い
く
歴
史
的
な
時
期
に
、
市

市
議
会
臨
時
会
の
市
長
所
信
表
明

次
代
に
引
き
継
ぐ
確
か
な
礎
を
築
く
決
意
で
す

誰
も
が
安
心
し
て
住
め
る
活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す

11
月
２
日
に
市
議
会
が
開
催
さ
れ
、
初
め
に
近
藤
市
長
が
３
期
目
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
所
信
を

述
べ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　４月に発生した熊本地震の被災者を支援するた
め、安来市では４月 18 日から義援金の受け付け
をしてきました。市庁舎での受付は 10 月 27 日で
終了しました。集まったお金は、日本赤十字社島
根県支部を通じて被災者のために使われます。
　ご協力、ありがとうございました。
●義援金総額　900,086 円

▲高齢化対策も充実
させていきます。

三島静夫 向田　聡
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　安来市には日本遺産に認定された「た
たら製鉄」、安来節、足立美術館、清水
寺など、多くの文化があります。文化
や芸術を輝く光として発信していける
ように「炎」をモチーフにしています。
　また、市松模様で日本文化を表現。大
きさに変化をつけることで中海に映え
る朝日と夕日を連想させ、豊かな環境
と永続性を表しています。

中海・宍道湖
　水鳥フォトコンテスト

　中海・宍道湖はラムサール条
約に登録されている貴重な湿地
帯です。中海・宍道湖・大山圏
域市長会では、圏域の豊かな自
然を後世に残すためフォトコン
テストを行います。
　圏域に飛来し、生息する水鳥
を写真にとらえ、水鳥に愛され
る圏域の自然環境の魅力を伝え
る作品を募集します。

・募集期限：平成 29年 1月 10 日
・テーマ：「水鳥に愛される山陰
の水辺」

・その他：安来・松江・出雲・米子・
境港市内で撮影されたもの
詳しくは
http://www.nakaumi.jp/ へ

民
の
皆
さ
ん
と
の
公
約
の
実
現
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
３
大
事
業

を
は
じ
め
将
来
に
向
け
た
基
盤
整
備
な

ど
そ
の
多
く
に
一
定
の
道
筋
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

と
く
に
、安
来
庁
舎
、総
合
文
化
ホ
ー

ル
な
ど
は
、
多
彩
な
文
化
を
育
ん
で
き

た
安
来
市
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
を
核
と
し
て
更
な

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
で
の
地
方
都
市
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
中
山
間
地
域
・
中
心

市
街
地
な
ど
を
は
じ
め
、
喫
緊
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。
安
来
市
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
、

安
来
市
の
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
生
か

し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業
と
も
に
一

層
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

次
代
に
引
き
継
ぐ
確
か
な
礎
を
築
く
４

年
間
に
す
る
決
意
で
す
。

　

工
業
団
地
整
備
や
大
型
ほ
場
整
備
、

特
殊
鋼
産
業
の
支
援
な
ど
各
種
産
業
を

振
興
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
者
が
夢
を

持
っ
て
働
け
る
場
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
豊

か
な
老
後
を
送
れ
る
よ
う
、
子
育
て
・

教
育
環
境
や
医
療
・
福
祉
な
ど
各
種
支

援
策
を
更
に
充
実
さ
せ
ま
す
。
誇
り
を

も
っ
て
こ
の
地
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
月
山
富
田
城
跡
整
備
を
は
じ
め
歴

史
伝
統
文
化
を
守
り
伝
え
る
と
と
も

に
、
観
光
振
興
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
快
適
な
暮
ら
し
と
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
よ
う
、
切
川
バ
イ
パ
ス
を

は
じ
め
道
路
交
通
網
の
整
備
促
進
や
交

通
移
動
手
段
の
確
保
な
ど
基
盤
整
備
に

努
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
公
共
施
設
の
適
正
化
な
ど

積
極
的
な
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
持

続
可
能
で
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
「
新
市
役
所
」
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
安
来
市
は
山
陰
地
方
の
中

核
で
人
口
・
産
業
が
集
積
す
る
「
中

海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
」
と
日
本
遺

産
認
定
を
弾
み
に
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め

る
「
鉄
の
道
文
化
圏
」
と
い
う
将
来
性

の
高
い
２
つ
の
圏
域
の
結
節
点
で
す
。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
圏
域

全
体
が
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
広

域
連
携
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　

今
後
は
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

「
老
若
男
女
が
安
心
し
て
住
め
る
活
力

あ
る
安
来
市
」
を
目
指
し
ま
す
。
そ
し

て
、
着
実
に
一
歩
一
歩
、
誠
心
誠
意
、

全
力
で
市
政
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓

い
、
私
の
所
信
と
い
た
し
ま
す
。

※
義
援
金
は
11
月
22
日
ま
で
で
す
。

※
３
大
事
業
：
給
食
セ
ン
タ
ー
、市
庁
舎
、

総
合
文
化
ホ
ー
ル
建
設
事
業

総合文化ホール「アルテピア」　
　　　　のロゴマークが決定

▲今年度から全ての幼稚園・保育所・認定こども園に外国人
指導助手を派遣。幼児期から国際感覚を育んでいきます。

近藤宏樹市長


